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取扱説明書 
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正しく使って上手に節約 
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このたびは、コ□ナ召油ス I -ーフ''をお買いあげ 
いたださ、まことにあり力乂:ラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちがい 
つでち見られる巧に「保証書」と共に大切に保 
管しでください。 
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特お主意していただまたいこと度をのたゆにおずお守りください) 


この取お説明書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいただぎ、あなたや他の人々への危害や財産へ 



の損害を未然に防让するために、いろいろな絵表示をし 
でいます。その表示と意味は巧のよラになつています。 
巧容をよく理辭しでから本でをお読みください。 


A 警告 
A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人が死じ、重傷を負ラ可能 
性または义がの巧能性が想定される内 
客を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取りおい 
をすると、人び傷害を負ラな能性や物 
の損童の発ちび想定される内容を示し 
でいます。 


A 

蕾 


給表示の例 

A 記号はを意を促ず内容があることを告げるをのでず。 
医)のがに具が的な注意の容 （ を図の揚ちほ一般的なを 
意）力鄉かなでいます。 

&記号は禁化の行為であることををげるをのでず。 

國のがや近傍に具が的な禁止内容(左図の揚含はガソ 
リン禁止）か1澄かれでいまず。 '：■"■： 

か記号は行為を指示する的客を告げるセのです。 

図の单に具が的な指示肉察（左図の揚貨は一船的な好 
為の指示)が描かれでいます。 ：’:，；， 


么麵鲁 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミをは、絶対に使用 
しないでください。乂災の原因になります。 


給排気筒トップ閉そく危険 A 

給觀筒トップの固りび雪でふ wV 
さびれたまま使巧しないでくだ P 

さい。ふさびれでいるときは、 ^す 

除雪しでください。 y -{ 

また、板などによる「雪囲い」 LJ 

は給排気の妨げになるのでおやめください。閱そくしで 
いると運輯中に排乃スび室巧に漏れで、危険です。 


温風吹出□をふさがない A 

巧類、紙などで温風吹お□や空気 ^ 
取入□をふさびないでください。 J 
巧類、紙などでぶ X さぐと、义災の ♦ 
原因になります。_& 

定期点検の実施 

定期的に年に1◎程度)に点検•舊 
備を受けでください。点検を登けの 
ずに長期間使用し続けると、故障 
や事故の原因になり危陵です。 

点検•整備はお買い求めの販売店^ 
や資格者のいる店【こ依頼しでください£ 



0 


〇 


給排気筒トップには金網などは巧けない 

給排気筒トップじは、虫よけのため 口 ^ 

のを網などは巧けないでください。 I 

給排気のおげじなり、異常燃焼を ち1 

起こしお防スび室内(こ漏れる可能 ん ん閱 ■ 

性びあり危険です。 んノノリ^ 斬遇鮮13 


給排気筒(管-ホース)外れ危険 

給排気筒（管-ホース）が外れ hui 
たまま使巧しないでください。 コ 

外れでいると運輯中に排ガスび 
室内に漏れて、危険です。 v / T ^////^ 巧 li 


スプレー吿厳禁 乂户 、三^/^^^^ 

スプレ-生や力 tz ッにんろ用 成別と/、 
ボンベなどを温)！のちたるとこ/ [ 

ろじ放置しないでください。 ^ 

熱でちの圧力か’上がり、爆発しで危険です。 



ご自身での据付け-移設工事の厳; 


お客様ご自身による工事は危険 

スす 

据付け工事は販売店や専門業者 
にご依頼ください。（ス I ブ 
を移設させる場台ち同じです。） 


■ thx にを 
^でまるよ括 t 




A (CAUTION) 


力ーテン、可燃物近接禁止 


E ホ木止 

力-テンゃ燃ぇゃすいちの / ) L I vv 

をおつ'けないでください。 

を驚発 t するぉそれびぁ戀辞^ 

種物°との瞧醒に〇い * 

では、標準据巧図（[^21ページ)を参照しでください< 


電源コードを傷めない 


電源コードに無理な力を加え 
たり、物をのせたりしないで 
ください。また、電源プラグ 
を抜くとさは、コードを持つ 
で引ぎ抜カス f いでください。 
义災や感電の原因になります。 
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フィルタを外しての運転禁止 

巧流巧送風機のフィルタをがしたが態で運敲しますと、カーテンなどを巻きこんで乂災になるおそれカタあり 
ます。また寺などふれるとけびをするおそれびあります。 


0 


1 













么ミ主意 (CAUTION) 


廃棄ずるとさの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、オイルフィルタ 
のなミ曲をおきおつでください。 

(鼠15ぺージ） 

な油か‘入つたまま廃棄するとリサイクルの際に思 
わめ事故じなるおそれびあります。 


異常時使用禁止 

万一異常を感じたとさは、使用 
しないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 
すみやかに運輕スイツチを「停山 
にしでください。 


〇 




高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部 
(温風吹お□)、給排気筒トップ 
に手などふれないでください。 
やけどのおそれびありまず。 


\益若® 


♦ルさいお守様のいるご家庭では、特にを意しでください。 

長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないときは、電源プラグを抜いで 
ください。 

义災や予想しない事故の原因になります。 


電源の接続 


處 

0 


•電源は適正配線された単ホ目100 V のコン t ント V \ 
ががは使巧しないでください。 

発熱-発火の原因になります。 

•電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使巧. 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発乂の原因になります。 


な油の保管 J 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光 ■ 
をさけた場所に保管しでください。 > 

ガソリンなどといっしよ(こ保管しないでください。 
誤っで使巧すると異常燃焼や乂災のおそれか'あります 
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据付け上のミま意 

参お客様ご自身による王事は危険でず。 ftA 

据巧け工事や移設工事は、必すお買い求めの 
販売店に依頼しで < ださい。 

参ス I ブおよび給排気筒の据巧けじついでは义災予防 
条例、5組燃焼機器の設置暮準による規制か‘ありますの 
で、これに従つで据巧けでください。 

♦ストーフの固定は、本体固定を具などで、確実に固定し 
でください。 
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温風に直接あた目ない 

温風し直接長時間あたらない 
でください。 

低温やけどや脱水症状になる 
おそれびあります。 


♦ 特にお寻様やおが寄り、体の不自巧なちか*使われるとをは、’ 
周囲の人か’十分を意しでください。 

♦巧類などを乾燥した場合、素巧によっては色あせする こと 
びありまず。 


変質灯油禁止 

変質な油（持ち越したな油)、不純灯猫（なミをが 
の油•か•ごみか’混入したな油など）を使巧しない 
でください。異常燃焼やお障のおそれ力《ありまず。 
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改造使用の禁止 六 

改造しで使用しないでください。また、ス1 -- V 
フ'本体や給が気筒には床暖房巧の熱交換器など > 
を取り巧けないでください。 

义災や排ガスが室のに漏れる原因となり危険です。 

電源プラグは確実に差しこむ M 

電源プラグは]ンたントに根元まで 
確実に差しこんでください。（また、 

傷んだプラグやゆるんだコンたント 
は使巧しないでください。） /一一 

火災の原因になります。 ^ 

めれた手での抜ぎ差しはしないでください。 

感電の原因になります。 

電源プラグのお手入れをずる ' 

とさどきは電源プラグを巧ぎ、ほこり(および W 
金属物)を除ましでください。（ほこりびたまる 
と湿気などで絶縁不良になり）乂災の原因になります 

腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ I 
ないでください。やけどしたり、ストーブが変 
おすることびあります。また、水が巧部に入る 
と、感電、义が、故障の原因になりまず。 


給排気筒付ぶの可燃物近接 


給排気筒トップのおくに、 
なミ由や可燃物など引义の 
おそれのあるちのを置か 
ないでください。 

义災のおそれがありまず。 


指や異物を入れない 

温風吹出□や空気巧入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けびや义災の原因になります。 


油漏れ確認 

油タンク-ごム製送;'あ管. 

接ち部および機器などから QQ , 

のな油漏れびないことを ^ \ t 

確認の上ご使用ください。も心こ!^ 

なミをが漏れでいると乂巧の 

おそれがあります。 れ確認_ 


0 

) 

を 
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A 注意 (caution) 

. 


給油時消义 

給油は、必す消义しでか 
らおこなっでください。 

こ(ぎれた灯ミ由はよくふき 
取って‘ください。 

义巧のおそれびあります。 




おぶは、 
'消义をし 


〇 



分解修理の禁止 

故障•破損したら、使巧し 
ないでください。 

不完まな修理は、危険です。 
お買い求めの販売店に修理 
を依頼しでください。 





高温部(やけ"*"0にを写 

燃！4中や消义直後は、高温部（グリルの固のなど)、排気筒（煙突、排気筒トツプ、給排気筒トツプ）に 
をなどふれないでください。やけどのおそれびあります。_ _ 


A 


お願い （ NOTICE) 


口油の廃棄 _ 

巧油の廃棄処分は、なミおをお買い求めになつた販売店に 
ごホ目談ください。 



ffi 用ずる場所 


>マントルピースなどに据付ける場合は、標華据なけ例に従つ 
でください。（原=21ぺージ） 


7 ぶ 
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Mi 高び1500 m 仪上の場巧では使巧しないでください。 
(空気の濃度が'薄いため、燃焼に必雲な空気び不足します。） 
標高 800 m 〜1 500 m で使巧する場含は調整び必要です。 
(詳しくは、下堇說明書の 巧ミミの扇^ をご覧くだ 
さい。） 


>温室、飼育室、乾燥室などでは絶巧に使巧しないでください。 

け晶室、飼育室など、動植物の育成栽培に使巧しないでください。 


が、 



5^。づ 

ib=i 
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効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

•外気に接する窓の下や壁面に置くと、を気びストーブで 
暖められ、温風としで巧流しますので効果的です。 


温風の循環を妨げない 

参温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

1 • ii 害物;ある占^部屋の温度にむらびでさるばかりでなく'本体 
の温度び上昇しで危険です。 .• 



>温風吹出□側のき間を広くとれる場所を還んでください。 
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—— 背面カバー 

-本化固定を具 


温風空気取入 □ 
(フイルタ） 

巧流巧送風機 

-水平器 


ゴム製送油管 


































時 



運稳スずツチ 


プリント配線板 


のぞき窓 



—— 一 防爆装置 

——-燃焼巧送風機 

燃焼制御装置に dS ) 

--電磁ポンプ 

…巧震白動消义装置 


温度を上げる 


曜曰の設定をするとさに巧します。 
(cy 11.12ぺージ） 


温度を下げる 


タイマー運輯するとさに巧しま 
す。（厮12ぺージ） 


曜曰設定キー 


它ット温度を変えるとぎに巧し 
ます。（原9ぺージ） 


タイマ—逐短キ— 


X の換スイツチか’「時計させ J と 
「タイマー台せ」のとさ育効 


温度調節と時計調節ののり換そ 
をするときに巧します。 


分合ねせ 


時合ねせ 


温度/時計初換キー 


爲巧時刻とタイマー時刻を合わ 
せるとぎに巧しまず。 

(欧11ぺージ） 


温度/時計 
タイマー運転 
躍曰設定 


温度，時計調節半‘ 


時計合せ表示-時計表示-タイ 
マーちせ表示をたりり換えるとを 
に使巧しまず。 

(原11ぺージ） 


烦按スイツチ 


点火-消义するとさに巧します。 
(歐9.10 .12 ぺージ） 


jyt く. 


—時計 

研換スイッチ譜辛夕 g - 


温度 • 時計調節 



※の換スイツチが「時計含せ j のとき 
または、おはよラタイマー設定時 
有巧 
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燃焼ランプ 


運稳ランプ 




点 滅プリパージ中(点义準備中) 


点 幻 燃焼中 


卓い点減 E (エラー)表示び出たとぎ 


運輯中 


旱い点滅 E (エラー)表示び出たとさ 


邸巧田曲占 S 曲 


.ツト温度 


室巧温度 


曙剛 I 


曜曰ランプ 




現在曜日表示 


タイ7—曜曰表示 


タイマーランプ 


タイマー運転中 


デジタル表示部 


fe ッ HSg 胃の Jig 參温度点な（温度表示） 

左側：たツト温度表示 （12 で〜30で） 
ち側：室巧温度表示 （0 で〜40で） 


たツト温度 


室巧温度 


四：閱 


♦AM または、 PM 点な（時刻表示） 

参を側：時 右側：分 （例）午前8時30分 

•切換スイッチを「タイマー含せ」にすると、タイマーたット時刻を表示し 
ます。 


たット温度 


室内通度 


け-が点の 

停電後再通電（ストーブ運輯中の場合) 


じット温度 


室肉活度 




むット湿度 


室巧涅度 


電源プラグをコンたントに差しこんだとさ（時刻の末 iz ット） 
停電後再通電（ストーブ停止中の場合） 


► (例) f - G 弓表示：巧震自動消乂装置の作動 
再度、点义操作をしで<ださい。 

(C^ その他の f 表示は、13ページ） 
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使用前の準備 


燃料は必すなな (J 旧1君な巧)を使用しで < ださい。 

参 I A 警告 I ガソリンなどの揮発，をの高いミ由は跑巧に ( 
使用しないでください。义災の原因になります。 V 

•I ^^^ま意 I 変質な;巧、不純な油などは絶巧に使巧し/ 
ないで < ださい。 V 

♦ IA を意 I な油は必ず义気-雨か-ごみ-高温およ A 

び直射日光をさけた場所に保管してください。 ■ 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使巧すると異常燃焼や乂災のおそれか’あります。 


変費な油•不をを打油とは …… J 


昨シーズンよ 長期間曰光に容器のふたび水-ごみやの 

り持ち越しの あたる巧や温開けであったり、油ながの'ぶび 

•な油 度の高い巧に乳白色のポリほんのねずか 

保管したな油 容器で保管しでち混入した 


d ) 

0 
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指先に燃料をつけ、息をふきかけます。. 
(乂の気のない巧でおこなつでください。） 



0 
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たな油 


0 


SIS ') 你ザ 

、皆 隨 


ィ身もみこみ.リソリン‘ 
}}^/ i 星な’巧な泌- 
1ぐ/くでんぶら巧… 


参極度に変質したをのは、黄色味びかったり、すっぱいにおいびします。 
参必ずな油巧のポリタンクをお使いくださし、 

•な油はシーブン中に使いきりましよラ。 


ななはめれたまま ガソリンはすぐ乾く 

^ 一 


■変質な油や不純な油を搜用ずると、 

::機器の故障の原因になりまず。 

参ミ由の程度にちよりますび、燃焼不良をおこ 
したり、ストーブの損傷を早め、故 P 養の原 
因になりまず。 

♦水やをみび送ミを経路のに流れこみ、燃焼不 
良や着火不良の原因になりまず。 


■変質灯油やす獅な油を使用したとまは‘" 

参お買し谦めの販売店または、おおくのコロナ 
お客様ご相談窓□にご連絡ください。 


参変質な油、不純の•巧が原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証のがま巧となりまず。 
— ♦変質な油の処埋でお困りの場さは、巧油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 

% 

給油の手順とを意 


ま意 j 給巧は必ず消义しでから义の気のないところでおこなつでください。义災のおそれびあります。 



送ミ田バルブ 


2. 給油□ふたを巧し給がする 

♦巿販の給なポンプなどを使巧しで、 

ミを量計を見ながら給ミ由しでください。 
•'庙量計の針か‘「滿」をさしたら、給 
ミ由をやめでください。 

給巧器具 


満3^ 0 

■— 

nl …… — I 





巧タンク 


ストレーナ俩部） 
送油バルブ 
水グージ 
化抜きバルブ 


♦給油後は給姐口にあるストレーナ(ろ網) 
を取りおしで、氷かごみびたまつでい 
たら掃除をしでください。 


•給油の際に、水‘ごみなどを入れないよラにを意しでください。 
i 水-ごみなどは燃焼不良やストーブの寿命低下などの原因になります。 


參，宿'逆□は、確実に締めでください。 
参こぼれたな油は、よくふきとって 
ください。 
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•な油がなくなると… 


ご使巧中、'油タンク巧の口油びなくなると、デジタル表示部にがまたはか*:び表示され消义します。 
>油タンクは、空にしないよラミ主意しでください。 

>な油か’なくなり、デジタル表示部に f 表示カタ出た場さは、給油後送油経路巧の空気抜ぎか’必要となります。 


参初めで使巧するときや油切れでデジタル表示部に f 表示が出 丫:し\ ) 

た場合は、ミ由タンクに給油した後に、送油バルブを開き空気 < 

おきをおこなつでください。 

1.空気巧さ巧ねじをゆるめる 

•な滿か'床にこぼれないよラにオイルフイルタの下に巧や、 

容器などを用意しでください。 


送油経路巧の空気抜き 


2•ゴム製送油管をよく振り空気巧きをする こごンー 

•譜識露赞 M 麵納炮気巧き 


3. 空気巧ま巧ねじを締める ^ 

参空気び巧けオイルフィルタの中に灯油び満たされたら、空気おき馬ねじを締めでください。 



点乂前の準備と確認 

油漏れの確認 


» 「么迂意1 ミ由タンク-ゴム製送油管-接合部および機器など 
から;巧漏れ力すないことを確認の上、ご使巧ください。 

参'逆漏れのあるときは使巧を中止し、'油タンクの送ミ由バルブを閱じ 
でから、お買いぶめの販売店にご相談ください。 



〇 


電源の接続 


[ A ミ主意] 電源プラグ•コードの黄熱-発义を防ぐために ••• 

♦電源プラグはコン它ントに根元まで確実に差しこんでくださし、。 
垂電源は必す適正配線された単相1 00 V のコン t ントを使巧しで 
ください。 

参電源コードは、遗中で接続したり延長コードの使巧、他の電気 
器具とのタコ足配線をしないでください。 


コンじント 


資 


ストーブ周囲の確! 


注意 I カーテンや燃えやすいものを近ブけないでください。 
乂災び凳をするおそれびあります。 


給排気筒接続部の確認 


警告 I 給が気筒(管•ホース）びがれたまま使巧しない 

マく ドタ f 、 

がれでいると運乾中に排ガスび室内に漏れで、危険でず。 


@醒 



み V 











国使用方法 


. 'ぶタンクの送油バルブを開く 





2. 運振スイッチを巧す 

参運輯ランプび点なし、燃焼ランプび点滅します。 
このとさ同時に時刻表示から温度表示に切り変ね 
ります。 

参約10秒後に点义し、燃焼ランプが'点滅から点なに 
変わります。 

•点义しでストーブ内び暖まり、2〜4分後に巧流 
用送風機びまわり始めます。 


運転•停止 i 


じツト温度 室巧温度 


じソ I 、皿巧 5の皿な 

。な g 固:圆 


◎運転 
& ♦ 

•滅"燃焼 
約10秒をに点义 


たット溫度 室巧温度 

S 巨固岡 


i 義点义時、放電音と同時に着义音を発し苯すか、 
5 ::; i ; 異篱ではありません r ; 


@運転 
©燃焼 


♦巧めで使用される場さやオイルフィルタの空気抜きをおこなった直後の点义では、一度で着义しないことびあ 
"::りまず。このス I -- ブはミス着义時に再度自動点义操おをおこないまずび、それでち着义しないで E - MC * m 
示されるごとびありまず。このようなときは、運睹スイッチを巧しちどし、再度点义操巧をしでくだざい。 
蕉祝使巧持はスト^プの防鐘巧や塗料などび焼けで煙とにおいが出ることがあります。 

窓をあけで部屋み搗気をしてください。 ''一'’'''‘' 

寒点火を約10分間ほ、熱膨張のため熱な換器などがルさな音を出すことびありまずび、異常ではありません。 
扇が気温が低くなると、給排気筒トップから連続的に白煙び出ることがあります。 

これは排ガスホに含まれでいる水分が凝結しぞ氷霖気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 
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風向調節 


風向は上下-左ちに変えることカタでさます。 


をちの調節 


♦左をに動かず 

•温風吹出ち巧を在ちに変えたいとぎは、風向レ 
ノ を左ちに動かしでお好みのち向に含ねせで 
ください。 


上下の調節 


►上下に動かす 

♦温風吹出ち向を上下に変えたいとさは、ルーパ 
の左ろを持ち、上下【こ動かしでお巧みのち向に 
合わせてください。 


二 || I II I I, f II 1 ■ 



風向調節はストーブか’停止しで、冷えているとさにおこなつでください。 


>運拓スイッチを押しをどず 

♦運輯ランプ、燃焼ランプカタ消なし、消义します。同時に温度表示から時刻表示に切り変わります。 
♦消乂後は本体内部び冷却するまで送風を継続し、5〜7分後に巧流巧送風機び停止します。 


運お•停止且 




じツト温度 室巧温度 


固 


〇運転 
〇燃焼 


たット遍直 室內盈度 


固: 


♦し么ミ主意」長期間使思しない場合は、巧流巧送風機び停止しでから、電源プラグをコンじントか 
ら抜いてください。 


•外化するときは、必ず消义しでください。 

♦消火操作を、温風カタ出でいる間は、絶巧に電源プラグを抜かないでください。ちし抜きますと、 
のぞき窓びすすでくちったり、ストーブの表面湿度び上昇します。 





タイマーの使用方法 
現在時刻 • 現在曜曰の合わせかた 


.巧換スイッチを f 時計させ J の位置にずる 


時計 

妨換スイッチ 


2. 時刻をちわせる 

参未じットの場合、現在時刻は r- -た1 - - 1を表示します。 

参ぐ 繼 II 貧〉 キーを巧しで、デジタル表示部の時刻を合わせ 

で < ださい。 

♦キーを巧しつづけると、表示は連続しで変わります。 

♦時刻を含わせるときは、 AM、PM をまちびえないよラを意し 
てください。 


温度•時計調節 


壁を 


它ット温度 室内温度 

团：關 


3. 醒曰設定キーを巧す 

♦曙曰設定キーを押しで、現在曜曰に含ねせでくださし、。 
•キーを押しつづけると、表示は連続しで変わります。 


4.の換スイッチを「時計 J の位置にをどず 

•これで忆ット完3です。 


♦現を時刻せット樹ま、切換スイッチを必ず f 晓計 j ’め位置に 
含わせで<ださい。「時計合せ」位置で【ま時計は止まったま 
W パましな y りま'^。 i i . ii .''' 



曜曰設定 


回圓函凹困國因 


時計 

臟スイジチ1¢巧な r 


タイマー時刻の合わせかた 


.の換スイッチを r タイマーさせ J の位置にする 


時气 

臟スイッチ 


2. タイ 7- 時刻をちわせる 

♦未忆ットの場合、タイマー時刻は自動のに AM 
に它ツトされでいます。 


/固 II を\ 

\宿 JI 高/ 


キーを押しで希望のタイマー時刻に合わせでく 


ださい。 

•キーを巧しつづけると、表示は連続しで変わります。 


•時刻をさねちるときは、 AM、PM をまちがえないよラを意し 
でくださし、。 . ：1 


タイマーの時間設定 
力で4時間な巧の場合 


温度 • 時計調節 


喧を 


たット温度 室肉温度 

四：閱 


4•の換スイッチを「時計 J の位置にをどす 


>タイマー時刻は1度たツトすれば記憶されます。 

仪イマー時刻たツト後は、枕換スイツ巧を必ず[時計]の位 
置に合わせでください。 . 


時計 

切換スイッチ 










•タイ 7 —運拓キーを押ず 

参運琵中、または運輯スイッチを押した後、 
タイマー運範キーを巧しでください。 

参タイマーランプび点なし、点义する曜日の 
ランプび点滅します。 


♦デジタル表示部はタイ7—時刻を約30秒表示 
した後、時刻表示にちどります。 


運転•停止 


タイ7—運輯 


み 


感運輯 
感燃焼 


〇運転 
〇燃焼 


◎タイマ_ 


回固函困困国 


じツト温度 室内温度 

四：閱 


タイマー時刻 
を30秒間表示 


たット温度 室内為度 

固：哪 


它ット後は、 
規巧時刻を表示 


参合わせた時刻になると自動のに運臨を開始します。 


時間設定び24時間を越えると对ま、おはようタイマー運転のセットにつづけて… 


•曜曰設定キーを巧ず 

参タイマー運起キーを巧しでから30砂な巧に躍曰設定キーを 
巧し、点乂する曜日のランプを点滅させでください。 

•含わせた曜曰-時刻になると、白動的に運転を開始します。 

参点义する曜日設定は記憶されません。 


タイ7—運転 


曜曰設定 


み 

み 


【例】 

現な曰睡曰の PM1 2:30で 
义睡日の AM8:30 にお义 
させたい误ち 


PM 12:30 AM 8:30 


@夕べ_ 


画同] M 对闲同旧 



参点义ずる曜曰のランプは運稳を開始するまで点滅を続けます。 

•タイマーじットを、点义する曜曰を変更ずるときは、タイマー運起キーを巧しでタイマーランプを消巧 
させ、再度タイマー運おキーを巧しでから再設定してください。 

•タイマーたット時刻を確認するときは、の換スイッチを r タイマー合せ」の位置にしでください。 

(確認後は1■時計 J の位雷にをどしてください。） 

♦タイマーじット後、じット時刻前に点义したいときは、再度タイマー運転キーを押しでください。 

•未たットの場合、電源プラグをコンたントから巧いたときや停電後再通電したときは、デジタル表示 
部び r -- l ： P - l または、 lE ^：[ EE ] を表示し、タイマー運転はしません。 

再度、現を時刻合わせ、タイマー時効をわせをおこなってください。 

参が出時など谨巧中に燃焼を開始ずるよラなタイマーたットは、絶巧にしないでください。 





國まま装置 


このストーブにはなのよラなま全装置びついでいます。 

すべでの安を装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作しなければ運転は厚止したままです。 


广 ま全装置 

原因，作動結果 

。'処置方巧： 一.::;::!;：.； 1 

巧震自動消乂装置 
( 亡ゴ匿置表示） 

♦地震(震度約己な上)や強い衝撃 
を受けたとさは巧震自動消义装 
置か‘作動しで有動のに消义しま 
す。 

♦地震じよって1 ち動した場合、周囲の可燃物、機器 
の損傷、油漏れ、給排気筒のがれなど異常がない 
ことを確認しでから再点火しでください。 

点乂安を装置 
燃焼制御装置 

いと—-じ|な|?|表示、 
ll と—-口な VI 表示/ 

•油切れ-点乂 S ス*途中失义 • 
異常燃烧したとぎに自動消乂し 
ます。 

参「日常の点検-字入れ J (原14〜16ぺージ)をし 
でから点火操作をしでください。 

処置しでち緩り返しエラー表示が出るときは、 
一旦運転スイッチを〔停止〕にしで販売店に連絡 
しでください。 

停電まを装置 

/区ゴ医て表示、 

\ 再通電後 I 

参停電や電源プラグびコン t ント 
からおけたときは、すべでの運 
転を停止します。 

♦電源プラグを確認しでください。 __, ,__, 

♦停電復帰(再通電)後デジタル表示部に £ doL££J 
び表示され、ストーブは運輯しません。 

再度点乂操がをしで < ださい。 

過熱防止装置 

〔まをサーモスタット） 

(表示部を消灯） 

参温風空気取入□や温風吹出□び 
ほこりなどでふさがれたり、ス 
卜ーブ前面に障害物びあるなど 
しで本体の部び過熱すると自動 
的にミ肖乂します。 

♦温風空気取入□や温風吹出□の掃除をしでから再 
点乂しでください。 （ t ^ 15 . 16ぺージ） 

処置しでち繰り返しエラー表示が出るときは、 
—旦運おスイッチを（停止〕じしで販売店に連絡 
しでください。 


国その他の装置 


装層の名称 


原因-作動結栗 


処置方法 


排気管抜け挨®装置 


>排気管の接続部が外れたり、排気管 
あけ検知巧リード線が断線したとき 
じは、まを装置か’作動し、エラー表 
示を表示し、自動的に 
消乂します。 

♦排気管抜け検知装置にたよらす、 
給排気筒や延長管を月に1度は点 
侯しでください。 


>原因を調べ、処置後点义操作をしでくださ 
い。 


が気□キャップ 



給が気筒 


排気管巧け検 
巧巧リード線 


排気管撤ブ検知巧リード線のゆるみまたは、 
外れ-断線がないか確認しでください。 


過電流防止装置 

(8 アンペア） 

(表示部全消な） 


>内部配線のショートにより過電流か‘ 
流れると、自動的に消乂します。 


>シヨー トの原因を取り隙き、電流ヒューズ 
を交換しでから、ちラー度点义操作をしで 
ください。 
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画曰常の点巧•手入れ 

点検-ま入れは、消义後ストーフカ、’十分冷えでから、必す電源プラグをコンたントから巧いでおこなってください。 

保論 参電気部馬の分おや市販品との交換は絶巧にしないでください。 

参燃焼部の分辭は絕巧にしないでください。 


ストーブとストーブ周囲の点検（使用ごと) 


♦ I A ま意 I カーテンや燃えやずいをのをおブけないでください。义災び発生するおそれびあります。 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険です。 

ス I -ーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

♦ IA 注意1 油タンクやゴム製送油营-接含部および機器などからの巧油漏れびないことを確認の上、 

ご使用ください。 

•ミ由漏れびある場含は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 

参ゴム製送';由營は、屋外で使巧しないでください。屋外での使巧は禁止されでいます。 

屋内でゴム製送油管を使巧しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れか’ないか確認し、欠点か‘ある 
ときは交換しでください。交換のめやすは、3年に一度です。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと) 


♦ r 么警告 I 給排気筒(管-ホース)びがれたまま使巧しないでください。 

外れでいると運転かに排ガスか 1 扇れで危険です。 

♦ I A 警告 I 給が気筒トップの局りび雪でふさびれたまま使巧しないでください。ふさがれでいるときは、 
除雪しでください。閔そくしていると、運輯中に排ガスび室のに漏れで危険でず。 

•給排気筒およびトップの周囲(こ障害物か’置かれていないか、ときどき点検しでください。 

障害物が'置いである場合は、移動しでください。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 （ 1シーズン1〜2回) 


♦給排気筒びつまると、不完全燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くもが巣をつくったり異物び 
入ったりしでいるとさは、必す掃除しでください。 

•給が気筒を一度取りがしで、再び取り巧けるときは、排気管 

の接続部の部にはめこんである〇リンク‘か!®援しでいないか 

確かめでください。破損しでいた場合は、お買いずめの販売 

店に交換を依頼しで < ださい。 

V _ J 


油タンクの水抜さ （ 1シーズン1〜2回) 


■別売 TC-40K お油タンクの場合 

♦油タンク巧に水か了こまると、水グージのな油とかの境界面 
にホ色のフロートが潭き上びります。 

1. フ□ートの点検 

•フ□—卜び泻き上びつでいたら水抜きをおこなつでく 
ださい。 

2. がを巧< • 

垂水巧きバルブの下に容器を置いで、か巧きバルブをかしゆるめる 
と油タンク巧のかが出で、フ□-卜び洗みます。 

化を抜いたら水抜き•バルブを固く締めでください。 

•化抜き後は、ミ由漏れびないか必す確認しでください。 

♦油タンク巧には、水やごみがたまりやずく、をくたまるとストーブ 
の方へ流れ出し、な油の流れを妨げで十分な义力か’出なくなります。 
とさどきがグージの点横をおこなつでください。 











フィルタの掃除（週 1 回 feLt ) 


•巧流巧送風機のフィルタびごみやほこりで目づまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表面 

温度び上昇する原因になりまず。〔過熱防止装置（まをサーモスタット） _ 

の働きで選起び停止する場合があります。〕 巧三;三で二 

巧の要領でストーブ碧面のフィルタの掃陈をおこなつでください。 り 

1•ち図の矢巧のよラにフィルタを横から目Iき出し、 ^ 

ストーブ背面から取りがず jii 


フイルタ 


2. フィルタに巧着したほこりを掃除機で吸い取る 



3.掃おが終わったら、をとどお0に取りがける 

参注意 J フィルタを外したまま運転しないで < ださい。 

フィルタを列したが態で運乾しまずと、カーテンなどを善きこんで义災になるおそれびあります。 
またまなどをふれると1寸びをずるおそれびあのます^: 


オイルフィルタの掃除 （ 1シーズン1〜2回） 


>オイルフイルタに水やごみびたまった場合は、巧のよラに掃除をおこなっでください C 

• 巧タンクの送巧バルブを閉じる 


• フィルタカップをがす 

♦フィルタカップの下にミ由受けの容器を置いでください。 
•フィルタカップを列し、水やごみを捨てでください。 


國 

iHll 


Ww-m 

げ嫌:瓣磯游^ 


フイルタ 


フィルタカップ 


3. フィルタをがしきれいなな巧で洗ラ 

参フィルタを外し、きれいなな油ですすぎ洗いをしでく 
ださい。 

!争絶巧に氷で謀ねないでください。 


フイルタ 



ぎれいな 


• フィルタとフィルタカップをたットずる 

♦フィルタをもとどおりに組み込み、フィルタカップは;'由漏れびないよう確実に締め巧けでください t 


のぞき窓の透明度が 悪 < なつたとき… お 買 しげめの販売店に依頼してくださし、。 


>のぞき窓の透明度び悪くなつたときは、巧のよラに掃除しでください t 

• 前パネル、遊熱板をがす 


2. のぞさ,窗を止めでいるナツト2個を外す 

•みし水を含ませた巧でのぞき窓をふいでください。 

i ♦ナツト部は常溢になつでから外しでください。 ^ 

^ ♦をとどおり、巧^にナジトを締めで固定しでくださし、。 

L 参のぞきおをがしたときは、パツキンを新品と交換してくださし、。 
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燃焼制御装置の掃除りシーズン1〜2回) 


•燃焼制御装置 （ CdS ) び汚れると、炎の監視ができなくなります。巧のように掃膝をおこなつでください。 

1 • 側おぶたをがず 

♦ち側面の側板ぶげこをとめでいるねじ2本をがし、側板/をたを敢り列しでください。 


2•燃焼制御装置 （ CdS ) を巧< 

♦燃焼巧送風機下部じついでいる燃焼制御装置に dS ) を た I し/と レ 

抜き出します。 ^ I ぶこ 



mi 


3. やわらかい巧でぶく 

参感光部のちれをやわらかい巧できれいにふき取ってください t 


>ちとどおりたットするときは、溝に合わせで取り1すけでくださし、。 




温風吹出□の掃除（週1回） 


♦本体や温風吹お□のちれは、本体びちえでから、しめらせたやわらかいな 
でふき取つでください。 

参しつこいちれは中性な剤を使巧し、十分からぶきしでください。 

参ルーバーを曲げたり、をおさせないようにま意しでください。 


熱交換器の点検 （1 シーズン1 〜 2回） お買いおめ の 販売店に巧頼してくださし、。 


>熱交換器の内部じすすか’異常にたまると、不完を燃焼の原因となります。 

参異常燃焼(においがしたり、給排気筒から黒煙か’おるよラなとき)力すおこった場合には、バーナの扁検とあわ 
せで熱な換器の点検をお買い求めの販売店に依頼しで<ださい。 


地震などの災喜び発生したときの点検 


地震などの災害び発ちし、機器に振動や衝撃び舶ねったときは、運臨前に必すなの点検をおこなってください< 

参給排気筒周りの巧れ、漏れの巧認 参な;巧お管からの漏れ巧認 

点検で異常カタみつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


定期点巧 


長期間ご使用にな0まずと、機器の点横び必要です。 

•2シーズンじ1回程度、シーズン終3後などに、点検を実施しでください。点検のご相談はお質いあげ店または修理資 
格吾〔(財）曰本6ミ由燃焼機器保守協含 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修3蓄（石油機器按術管理 
±)など〕のいる店までお問いさせください。 


愛情点検 



長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ 


参 油ちれびする。 

こんな症状は参 強いにおいびずる。 

ありませんか ♦運輯かに異常な音かする。 

•その他の異常や故障か'ある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必す 
販売店にご達絡ください。 
点検-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 
























□□□■■■■■ 

— 

■血 mm— 

■□□■■■■■ 

□□□■■■■■ 

IDDIIIII 

IIDIIIII 

田坦坦曲 




給排気筒の巧谎がぶさがれたむる 


給気ホースび州 a でいる:! 


巧震白動消火装置の作動 


「地震などの災害か’発をしたとぎの点検 J 
の点検項目を確認し、運転スイッチを巧 
しなおし、再点火する 


が気管巧け検巧装置の作動 


過熱防止装置の作動（ををサーモスタット) 


燃焼制御装置 （CdS) かちれでいる 


感化部をきれいに掃除する 

原因を巧り除いた後、再点义する 

排気管の接続部およびが気管旗け検が巧 
リード線の接続部のがれびないか点検 
し、がれでいたら正しく接続する 


不良なミ由を使巧しでいる 


良質の灯をを使巧する 


送ミを経路の接続部びゆるんでいる 


締め化ける 


排気管のつまり 


掃除する 


排気管の配管か’長い、おがり箇所が多し、 


延長 3m、 曲びり3箇所 UTF にする 


を油経路のに空気だまりがある 


送ミを経路内の空気あさをする 


を巧経路内に水またはごみれ‘たまつでいる 


巧タンクに灯;ぶか>ない 


設定温度か’低い 


—ブび助れでいる 


電源プラグびコンたントに善しこまれでいなし、 


コンじントに確実に差しこむ 
交換する 
設定を高くする 
給ミをする 

送ミ由経路内の水あさをする 
オイルフィルタの掃除をする 



画故障 • 異常の見分け方と処置方法 


次のよラな現まは巧障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー廈お確かめください。 




ネ刀めで使用するとき、煙やにおいび出る。 

耐熱謹料やほこりなどび焼けるためでず。しばらく窓をあけ 
で換気しでください。 

ネリめで使巧するときや、シーズン初めの巧使巧 
時に1回で着义しない。 

点义しでちすぐ消火しでしまラ。 

送油経路巧の空気だまりなどにより、1回で着义しないこと 
があります。2〜3回為义操作をくりかえしでください。 

送油経路内の空気おぎをしでください。 （t^8 ページ） 

燃焼開始時や消乂をに「ピチ-ピチ J といラ音 
びする。 

本体の部び熱により膨張、収縮するためです。異窜ではあり 
ません。 

点乂しでちすぐ温風び出ない。 

不快なお風をおさないためで、本体の部び暖まると温風び自 
動のに吹ぎ出でぎます。 

消乂しでち温風か’出でいる。 

本体内部び冷却するまで送風を継続します。 

おがホい 

異常ではありません。 

給排気筒の先端から達続のに白煙び出る。 

外気温び巧くなると、排ガスをに含まれでいる水分び凝結し 
でか蒸気になるためで、異常燃烧による白煙ではありません。 j 


巧の表にちとブいで、もラー度お確かめください。 

処置ち法により処置しでち良くならないときは、お買いずめの販売店じご相談ください。 


達転ランプが点なしない 


昔をたでて燃える 


おが大きくならない 


黒煙をあしで燃える 


使巧审お义する 
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確実に接続する 

おおつでいるをのを取り除く 


















































团部品交換のしかた 


部品交換のときのミ主意 


不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整力み必要な場合には、お買い求めの販売店 
又は、修理資を者〔(お)曰本5油燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習含修了者(扫ミ由機器巧 
術管理±)など）のいる販売店にご相談<ださい。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 


♦純正部品が妍の部品をご使巧になりますと、性能か’十分発揮できないばかりか、器具を損傷したり、思 
わめ事巧の原西となります。 


国巧管很願使用しなぃ場合） 

おしまいになるときは、曰常の点検•ま入れの項を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1. 電源プラグをコンたントから巧いでください。 

垂 I A を意 I 長期間使巧しないとさは、電源ブラグを抜いでください。 

2•フイルタの掃除をしでください。 （ t ^ 巧ぺ-ジ） 

3. 油タンクの送巧/ \'J レブを閉じでください。 

4. オイルフイルタのな油をずべで巧き取つてください。 (cy 15 ぺ-ジ） 

5. 本化のごみやほこりを取りおいてください。 

参掃除機などでごみやほこりを取り除いてください。 

6•本化をしめらせた巧でミちれを落しでから、からぶきしでください。 （1^16 ぺ-ジ） 

7•ストーブは据がけたまま保管しでください。 

•温風吹あ□などにほこりなどか了こまらないようじカバーなどをかけでください。 

参どラしでちおり列して保管されるときは、ポリ袋をか/ぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいくださし、。 
•巧シーズンに据付けをおこなラとさには、必すお買い巧めの販売店に依頼しでください。 

参取扱説明書ち大のに保管してください。 










型すの嘶ぴ 

::; ’’ ：: FFH 608 SBT (碁本型就 FF -16 D 0 S 巨 T ) /：； 

種 類 

任力噴霧式-強制給排気お-強制が流お 

揉:义 方 な 

高圧放電点火す 


なミを （ JIS 1 号好油） 

燃料消費量 


1 .8 L/h 

最ル 

1.3 L/h 

猪熱量(入力） 

t=i < ■ 

取 y\ 

66,670 kJ/h 

最ル 

48,150 kJ/h 

執翊寒 

バ、、 WJ 1 

取ス 

86.0 % 

最か 

85.7 % 

騰房出力 

取 天 

15.9 kW 

最ル 

11.5 kW 

標華適室 

漏暖地 

木 造 66 が (40 置)まで/コンクリート 92.5 が巧6置)まで 

寒冷地 

木 造 67.5 が (41 置)まで/コンクリート107.5が (6 日置)まで 

が お 寸 法 

高さ700 mm 幅830 mm 奥行510 mm (置台を含む） 


52咕 

電源電氏及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 50/60 HZ 

点义時72/79 W 燃焼時86/94 W 最大95/99 W 

待歉時消費電力 

1.7 W 

給排気筒の型式の曝び 

QU 49-2 

給が気筒の呼び径 

D 49 

縮排気箇の壁賃通部のな径 

尔85 mm 

排 気 温 度 

260‘ C 1^ 下 

電流ヒユーズ 

管おヒューズ 8 A 

を ま 装 置 

巧震自動消乂装置 • 点义安を装置 • 燃焼制御装置 • 停電安全装置-過熱肪止装置(まをサーモスタット） 

その他の装置 

排気营抜け檢知装置-過電流防让装置 

イ守 属 湿 

給排気筒たット1•スリーブ1•置台1•幫面カバー上1•風量制御板 60 HZ 巧1 - 
締がバンド1•フィルタガイド板上1■フィルタガイド板下1•絶縁テープ1 • 

ゴム製送ミ由管締巧バンド2-工事説明書1 • 取あ説明書1 


OP 標準適室は、巧団を人•曰本ガス石な機器工業をの算定基準によります。 


r 五 <—I ■ご牛 iTfTi 、 


給排気筒取な巧忆ンタ ー 
可能韶画を示す。（本 85) 









































配線図 


を巧 S 扳 お巧部 S お 


巧をサーモスタット 

爲控サーモスタット 

が巧お I 
CdS[ 


~~ tWm 

m 10 P 

血 一 


ルームサーモ C ~~ I ... 回 
巧巧 t 


巧流モータ 


护巧 


ち回 


アース 


8A 

«流ヒューブ 


网网 I 


巧滿 ACIOOV 


ミ 




■面!巧 




巧 源トランス 


0 


S 泣ボンフ 


が说モータ 


イグナイタ 


C 慾を麵吗 3 


パーナ オイルフイルタ送ミ由バルブミ由タンク 




アフターサービス 


保証について 


♦このコロナ密閱す S ミ由ストーブにはな証書びついでいます。「お買いあげ曰•販売店爸 J などの記入をお確かめのラえ、販売店か 
らお受けとりじなり、大のに保管しでください。 

参保証朗間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 

•なのよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでま意しでください。 

•変質な巧や不純な油など、またな;巧外の燃料使巧による故障や事故。 

• 誤った使巧方るによる故障や事が。 


f 彦理を依頼されるとさ 


参本書の「巧障•異常の見分けちと処置ち法 J ( t ^ 17ページ）の頂に従って調べでち良くならないときは、電源プラグを抜いで 
お質い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓□にご運絡ください。 

•ご運絡いただきたい巧客は巧の通りです。 

♦品咨 ♦ お買いあげ曰 

•型すの呼び ♦が廣が巧（でぎるだけ具か的に） 

• ご住所-ご巧ち-お電話密音 

参修理に隙しでは、保証書をご提示ください。保証韻間中であれば保証書の規定に従って無料修理させでいただぎます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコロナお客様ご相談窓□にお問い含ねせください。 

V___ J 


■保証期間が過ぎているとをは 

•お買し、求めの服売風こご相談くださし、。修理によっで使巧できる製品についではお客様のご要望により有料修理し、たします。 

■補修用性能部品の保有期間 

参石ミをストーブの補修巧性能部品（機能を維持するために必靈な部品）の保育期間は製造巧ち切りを7年です。 

■修理に出されるとさは 

♦輸送時や運搬脖に巧タンク巧に巧姐び残ったままですと、傾きや振勤で I 灯'莊びこぼれることがありますので、必す巧き取っ 
て < ださい。 
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振付け•移設 


据付け•移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店または設置業者に依頼しで、お客様ご白身ではおこなねないでください。 


据付け場所の選定および標準据付け例 


据イ寸けについでは、义災予防条例、電気設備に関する技術養華などまちの養華びあります。 

工事説明書の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください)」をお読みじなり、 
販売店または据がけ業者とよ<ご相談ください。また、「標準擴巧け例」についでは、下図を参照しでく 
ださい。 


標灣風寸け例 


<正面> 


弓!， 


〈側面〉 


，し可燃物、，し'-1 


本化固定金具 
/( ほ属品） 

巧燃物- 



體、！ 

^丄 > 物 


〈給排気筒の正面〉 

'、パ： 巧燃物，'、，、 




マントルピースなどに設置ずる場合のストーブ周囲寸法 


ストーブ前面び壁面より 
巧に入らないこと- 


^ 巧燃物 


I 文 10 cm な上 


本体固定ま具 
' (巧)！品） 


r 巡 


し — — 

I I 30抓、巧 

n 主8 


W 150 on 
露 は上 
% 



※巧のブまは、 P ろ乂性能認証委員含により、お接認定されたちのです。 



















給排気筒を延長する場合は、 3 m 3巧か‘り!^下で取り付けられる場所を選定しでください。 


V . 


積雪地区におけるま意 


積雪か'をい地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取巧場所を磬定しでください。 
また、風か4よどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことか’あります。 


f 綺目 iP ぶ逐齡 编《 

据巧けカタ終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にミ主意しでいたださたいこと（安をのために必す 
お守りくださいりをお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられでいるか確認しでく 
ださい。 


mmm 

試運転は、販売店または据巧け業着とごいっしよに必ずおこなっでください。 

1•運睹準備 （厮7‘8ぺ-ジ） 

①油タンクにな油 （ J 旧1号巧'巧）を給油してください。 

⑤ 巧タンクの送油ノ X ルブを閲ま、送;巧経巧內の空気なまをしでください。 

③ ストーブ側面の水平おで、が平に設®されでいることを確涵しでください。 

④ ストーブの窗台の上や送な管の接続部に、巧だまりや油漏れびないか確かめでください。 

⑥ 運おスイッチが〔停止）になっているか確認してください。 

•運輯スイッチを〔運範 ） のまま電源プラグをコン t ントに差しこむと、 [ E ^：[ EE ] び表示されま 
す。この場含は、一旦運賴スイッチを巧しちどしでください 
⑥電源プラグをコンたントに差しこんでください。 

• IA を電源プラグは、コンむントに很元まで確実に差しこんでください。 


2•運転 （厲=9 ‘ 10ぺ—ジ） 

①運起スイッチをがしで < ださい。 

参運輯ランプび点巧し、燃焼ランプび点滅します。 

•約10砂後に点义し、燃焼ランプび点なに変わります。 

参点义後2〜4分後に巧流巧送風機びまわり温風び出ます。 


初めで使巧するときは… 


•ス I -ーブ内の送ミ由管じな巧び満たされでいませんので、炎び立ち消えすることがあります。 

この場さは、一弓消乂しで巧めるのを待つでからをラー度点义してください。 

参耐熱塞料などび焼けで煙とにおいび出ることがあります。窓を開けで部屋の換気をしでください。 

③運おスイツチを押しをどしでください。 

参運輯ランプ、燃焼ランプび消なし、消乂します。 

同時に温度表示から時刻表示に切り変わります。 

参本体の部カタ冷却するまで送風を継続し、5〜7分後に停止します。 
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沉州地区 


東海地区 


!戸羞.ぶ i ■占.; i もぷ;.ホ .! ii お .. 

i 信錐 . 賢 : 一 :: 

北陸地区 



菊!:地区 


卿道地陵 


修理サービスや製品についでのご相談は機種各をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼くださし、。 

ご輯居やご贈爸おなどでお固りの場合は、下記のお巧くの窓□にご相談く 
ドさい 

ち称、所在地、電話番号は、密重する揚含か’ありますのでご3承ください。 


♦アフターサ^ビスのお問い合わせは下記へどラぞ 

つ□ナ廿ード又七ッター 

** ^ ' ' Hi I i I II ■ I I- ム • r-u 


爲01 20-919-302 

たジ（修理夏付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯里話中 HS 等からは 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけぐださい。 


化海道-青森県-秋田県-岩手県のお客様は最寄のサービス 
センターへ直接おかけ<ださい。 


お客様ご相談窓口一覧表 
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